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2008年3月期 通期業績見通し

2008年3月期 中間業績の概要20082008年年33月期月期 中間業績の概要中間業績の概要

今後の事業環境及び中長期戦略
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プラス要因プラス要因 マイナス要因マイナス要因

当中間期発売の新製品は小規模にとどまり、当中間期発売の新製品は小規模にとどまり、33年経過品年経過品((新製品新製品
扱いとしない）の影響もあり新製品売上高は減少扱いとしない）の影響もあり新製品売上高は減少
＜新製品売上高：＜新製品売上高：572572百万円百万円／単体売上高対比／単体売上高対比8.78.7％％＞＞

人工歯類、研削材類のマイナスなどから、人工歯類、研削材類のマイナスなどから、国内売上高は国内売上高は
2.92.9％％減収減収

中国中国販売会社の本格稼動に加え、米国、欧州、アジアとも堅調に販売会社の本格稼動に加え、米国、欧州、アジアとも堅調に
推移し、為替変動の影響もあり、海外売上高は推移し、為替変動の影響もあり、海外売上高は
14.614.6％増収（海外売上高比率％増収（海外売上高比率28.228.2％）［過去最高］％）［過去最高］

売上高は売上高は7,7,598598百万円百万円((1.51.5％増収％増収)()(中間期としては過去最高中間期としては過去最高))
退職給付費用の減少、退職給付費用の減少、コストダウン効果などからコストダウン効果などから売上売上原価率は原価率は
1.01.0ポイントポイント低下したものの、積極的な研究開発活動による費用の低下したものの、積極的な研究開発活動による費用の
増加などから、増加などから、営業利益は営業利益は739739百万円（百万円（3.73.7％％減益減益））

受取利息、為替差益の増加などから、受取利息、為替差益の増加などから、経常利益は経常利益は 779779百万円百万円
（（0.10.1％微増益）％微増益）、海外子会社における特別利益（関税還付）の影響、海外子会社における特別利益（関税還付）の影響
などから、などから、中間純利益は中間純利益は498498百万円（百万円（7.37.3％増益）％増益）

株価の株価の下落下落により有価証券評価差額金はにより有価証券評価差額金は422422百万円減少百万円減少

会計基準の変更により、譲渡性預金会計基準の変更により、譲渡性預金 2,8002,800百万円を現金預金から百万円を現金預金から
有価証券へ振替有価証券へ振替

中間業績概要中間業績概要中間業績概要

B/SB/S

P/LP/L

20020088年年33月期月期 中間業績の概要中間業績の概要
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当中間期業績の概要当中間期業績の概要当中間期業績の概要

単位：百万円、％単位：百万円、％

20020088年年33月期月期 中間業績の概要中間業績の概要

＊為替変動による海外売上高への影響は、＊為替変動による海外売上高への影響は、
前中間期対比前中間期対比 ＋＋7575百万円、予想対比百万円、予想対比 ＋＋147147百万円であります。百万円であります。

2007/3期 2008/3期 2008/3期
（中間期） （中間期予想） （中間期）

（対売上率） （対売上率） （対売上率） （増減率） （増減率）

7,488 7,672 7,598 110 △73 
( 100.0) ( 100.0) ( 100.0) ( 1.5) ( △1.0) 
5,621 5,635 5,458 △163 △176 
( 75.1) ( 73.4) ( 71.8) ( △2.9) ( △3.1) 

1,866 2,037 2,140 273 103 
( 24.9) ( 26.6) ( 28.2) ( 14.6) ( 5.1) 
767 817 739 △28 △77 

( 10.3) ( 10.7) ( 9.7) ( △3.7) ( △9.5) 
778 827 779 1 △47 

( 10.4) ( 10.8) ( 10.3) ( 0.1) ( △5.7) 
464 503 498 33 △5 
( 6.2) ( 6.6) ( 6.6) ( 7.3) ( △1.0) 

１株当たり 当期純利益 29.25円 31.71円 31.39円
株 主 資 本 利 益 率 2.37％ － 2.49％

経 常 利 益

当 期 純 利 益

前中間期
対比

予想対比

売 上 高

（国内売上高）

（海外売上高）

営 業 利 益
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製品分類別売上高製品分類別売上高製品分類別売上高

金額単位：百万円金額単位：百万円
（（ ）内は構成比率、増減率、単位％）内は構成比率、増減率、単位％

20020088年年33月期月期 中間業績の概要中間業績の概要

2007/3期 2008/3期 2008/3期

（中間期） （中間期予想） （中間期）

1,406 1,465 1,484 77 19 
( 18.8) ( 19.1) ( 19.5) ( 5.5) ( 1.3) 

1,912 1,935 1,909 △2 △25 
( 25.5) ( 25.2) ( 25.2) ( △0.1) ( △1.3) 
236 232 246 10 14 
( 3.2) ( 3.0) ( 3.2) ( 4.6) ( 6.3) 

1,415 1,481 1,423 7 △58 
( 18.9) ( 19.3) ( 18.7) ( 0.6) ( △4.0) 
810 840 813 3 △26 

( 10.8) ( 11.0) ( 10.7) ( 0.4) ( △3.2) 
1,707 1,717 1,720 12 3 
( 22.8) ( 22.4) ( 22.7) ( 0.7) ( 0.2) 

7,488 7,672 7,598 110 △73 
( 100.0) ( 100.0) ( 100.0) ( 1.5) ( △1.0) 

化 工 品 類

セ メ ン ト 類 他

機械器具類その他

人 工 歯 類

研 削 材 類

金 属 類

合 計

前中間期
対比

予想
対比
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4,927

4,932
525694

12.3

9.6

'07/3期中間 '08/3期中間

既存品 新製品

新製品比率(％)

5,621 5,458

国内売上高国内売上高国内売上高

既存品既存品

最近発売の新製品の市場への浸透に注力したも最近発売の新製品の市場への浸透に注力したも
のの、昨年実施の診療報酬引き下げによる環境のの、昨年実施の診療報酬引き下げによる環境
悪化の中、主力の人工歯類、研削材類を中心に、悪化の中、主力の人工歯類、研削材類を中心に、
全般的に低調に推移全般的に低調に推移

国内全体としては、国内全体としては、5,4585,458百万円、前中間期比百万円、前中間期比
163163百万円（百万円（2.92.9％）の減収％）の減収

最近発売の主要新製品最近発売の主要新製品

審美性歯科充填用コンポジットレジン審美性歯科充填用コンポジットレジン
「ビューティフィル「ビューティフィルⅡⅡ」」

グラスアイオノマー系レジンセメントグラスアイオノマー系レジンセメント
「ハイ「ハイ--ボンドボンド レジグラス」レジグラス」

歯科用自動鋳造機歯科用自動鋳造機
「アルゴンキャスターＡＥ」「アルゴンキャスターＡＥ」

矯正歯科材料分野の矯正歯科材料分野の
マイクロインプラントシステムマイクロインプラントシステム
「「アブソアンカーアブソアンカー」」

金額単位：百万円金額単位：百万円

グラフ中の「新製品」は、最近グラフ中の「新製品」は、最近33年間の発売品であります。年間の発売品であります。

プラス要因プラス要因 マイナス要因マイナス要因

(対国内売上高)

20020088年年33月期月期 中間業績の概要中間業績の概要
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641 661 675

746 858 791

478

620 597

1,866

2,140 2,064

'07/3期

中間期

'08/3期

中間期

'08/3期

中間期

海外売上高海外売上高海外売上高

北米・中南米北米・中南米
主力の研削材主力の研削材ほか人工歯類（陶材）、ほか人工歯類（陶材）、
化工品類が堅調に推移化工品類が堅調に推移
現地通貨ベース現地通貨ベース 5.25.2％増収％増収

欧州欧州
人工歯類、研削材類、機械器具類他の人工歯類、研削材類、機械器具類他の
増収により現地通貨ベース増収により現地通貨ベース6.16.1％増収％増収

アジア・オセアニアアジア・オセアニア
中国中国 前中間期比前中間期比＋＋4141百万円百万円

（現地通貨ベース）（現地通貨ベース）
その他その他 前中間期比＋前中間期比＋7777百万円百万円
（うち（うち韓国・台湾韓国・台湾 ＋＋6161百万円）百万円）

為替レート為替レート
米ドル米ドル 115.43115.43円円（（前中間期前中間期 117.90117.90円円））
ユーロユーロ 163.38163.38円円（（前中間期前中間期 149.77149.77円円））
中国元中国元 16.2116.21円（前中間期円（前中間期 14.3414.34円）円）

海外売上高比率海外売上高比率
28.228.2％％((前中間期前中間期 24.924.9％％))

（為替変動補正後（為替変動補正後 27.427.4％）％）

アジア他アジア他

欧州欧州

北米・北米・
中南米中南米

金額単位：百万円、（金額単位：百万円、（ ）内は構成比率（％））内は構成比率（％）

プラス要因プラス要因 マイナス要因マイナス要因

((25.625.6))

((40.040.0))

((34.434.4))

((29.029.0))

((38.338.3))

((32.732.7))

（為替変動補正後）

((29.029.0))

((40.140.1))

((30.930.9))

20020088年年33月期月期 中間業績の概要中間業績の概要
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所在地別セグメント情報所在地別セグメント情報所在地別セグメント情報
金額単位：百万円金額単位：百万円

（（ ）内は構成比率、増減率、単位％）内は構成比率、増減率、単位％
2007/3期

(中間期)
2008/3期

(中間期予想)
2008/3期

(中間期実績)
 

金額 （対売上率） 金額 （対売上率） 金額 （対売上率）

 日本 売上高 6,694 6,727 6,750 55 22 
営業利益 734 734 717 △16 △16 
（営業利益率) ( 11.0) ( 10.9) ( 10.6) 

 アメリカ 売上高 632 642 648 16 5 
営業利益 10 28 18 8 △9 
（営業利益率) ( 1.7) ( 4.4) ( 2.9) 

 欧州 売上高 851 848 940 88 91 
営業利益 39 33 46 6 13 
（営業利益率) ( 4.7) ( 3.9) ( 4.9) 

 アジア 売上高 168 299 265 97 △33 
営業利益 △3 13 23 27 9 
（営業利益率) ( △2.4) ( 4.6) ( 8.7) 

 在外合計 売上高 1,652 1,790 1,854 202 63 
営業利益 46 74 88 41 13 
（営業利益率) ( 2.8) ( 4.2) ( 4.8) 

 連結消去前 売上高 8,346 8,518 8,604 257 86 
 合計 営業利益 781 809 806 25 △2 

（営業利益率) ( 9.4) ( 9.5) ( 9.4) 
　連結 売上高 7,488 7,672 7,598 110 △73 

営業利益 767 817 739 △28 △77 
（営業利益率) ( 10.3) ( 10.7) ( 9.7) 

前中間期
対比

予想対比

20020088年年33月期月期 中間業績の概要中間業績の概要

＊営業利益に影響を与える主な連結調整項目は、内部取引に係る未実現利益の除去であります。＊営業利益に影響を与える主な連結調整項目は、内部取引に係る未実現利益の除去であります。

9

767

9

114

18

-52

-24

-69

-24

739

'07/3期（中間）営業利益

売上高増加（数量ベース）

売上原価率の低下

人件費（販管費）の減少

広告宣伝費・研究開発費の増加

減価償却費の増加

その他経費（手数料等）の増加

為替変動による影響

'08/3期（中間）営業利益

営業利益の変動要因営業利益の変動要因営業利益の変動要因

単位：百万円単位：百万円

退職給付費用の減少、退職給付費用の減少、
当社及び生産子会社の当社及び生産子会社の
コストダウン活動の成果コストダウン活動の成果

20020088年年33月期月期 中間業績の概要中間業績の概要

現地法人財務諸表項目の現地法人財務諸表項目の
邦貨換算による影響（＋）、邦貨換算による影響（＋）、

単体輸入の増加（－）単体輸入の増加（－）

＊＊上記の変動要因の各項目は、為替変動による影響を除いております。上記の変動要因の各項目は、為替変動による影響を除いております。

研修センター関係及び研修センター関係及び
会計処理基準変更会計処理基準変更
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財政状態～貸借対照表主要科目財政状態～貸借対照表主要科目財政状態～貸借対照表主要科目

金額単位：百万円金額単位：百万円

20020088年年33月期月期 中間業績の概要中間業績の概要

'07/3期
'08/3期
中間期

対比 主な変動要因・特記事項

  現金預金 6,653 3,812 △2,841  譲渡性預金2,800百万円を有価証券に振替

  受取手形・売掛金 2,738 2,515 △222 
  棚卸資産 3,007 3,146 138 
  有価証券・投資有価証券 7,066 9,611 2,545 
  その他 5,723 5,783 59 

資   　　産 25,189 24,868 △320 

  長期・短期借入金 1,025 1,020 △5 
  退職給付・役員退職引当金 557 574 16 　

  その他 3,590 3,268 △321 

負 　 　債 5,173 4,862 △310 

純  資  産 20,015 20,005 △9  有価証券評価差額減少 268百万円

負債・純資産合計 25,189 24,868 △320 

自己資本比率 79.5％ 80.4％
１株当たり純資産 1,261円 1,260円

 譲渡性預金2,800百万円を現金預金から振替

 有価証券評価差額減少 422百万円

 有価証券評価差額金減少による

 繰延税金負債減少 153百万円

11

2008年3月期 中間業績の概要

今後の事業環境及び中長期戦略

2008年3月期 通期業績見通し20082008年年33月期月期 通期業績見通し通期業績見通し
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国内では、国内では、昨年昨年44月実施の月実施の過去最大の診療報酬引下げ過去最大の診療報酬引下げの影響がの影響が

尾を曳き尾を曳き、歯科医院経営を取り巻く環境は厳し、歯科医院経営を取り巻く環境は厳しさを増しさを増し、間接的に、間接的に

歯科材料需要への影響も懸念歯科材料需要への影響も懸念

新規発売品は、新製品開発サイクルから小規模にとどまるものの、新規発売品は、新製品開発サイクルから小規模にとどまるものの、

最近における新製品の市場への浸透に一層注力最近における新製品の市場への浸透に一層注力

＜新製品売上高：＜新製品売上高：1,3461,346百万円百万円／単体売上高対比／単体売上高対比10.210.2％％＞＞

海外は、各地域とも堅調な伸びを計画海外は、各地域とも堅調な伸びを計画するものの、為替は当期対するものの、為替は当期対

比円高傾向を予測＜海外売上高への影響：△比円高傾向を予測＜海外売上高への影響：△235235百万円＞百万円＞

売上高は売上高は15,15,445445百万円百万円 （（0.70.7％増収）％増収）

国内国内売上高の売上高の増収効果による原価率の低減、退職給付費用の減増収効果による原価率の低減、退職給付費用の減

少による人件費の減少など少による人件費の減少などから、から、販売活動経費などの増加を販売活動経費などの増加を吸収吸収

し、し、営業利益は営業利益は1,1,774774百万円（百万円（19.819.8％増益）％増益）

営業利益の増加を受け、経常利益は営業利益の増加を受け、経常利益は1,7081,708百万円（百万円（20.020.0％増益）、％増益）、

当期純利益当期純利益1,0621,062百万円（百万円（22.822.8％増益）％増益）

通期業績見通しの概要通期業績見通し通期業績見通しの概要の概要

P/LP/L

プラス要因プラス要因 マイナス要因マイナス要因

20020088年年33月期月期 通期業績見通し通期業績見通し

＊当初予想＊当初予想（（20020077年年55月月1515日日））発表の予想値発表の予想値からの変動はありませんからの変動はありません。。

13

通期業績見通しの概要②─上期・下期対比通期業績見通し通期業績見通しの概要の概要②─上期・下期対比②─上期・下期対比

上期実績及び上期実績及び下期計画に対する増収・増益の説明下期計画に対する増収・増益の説明

（当初予想を修正しない理由）（当初予想を修正しない理由）

国内売上高は、新製品「プロビナイスファスト」の前倒し発売による国内売上高は、新製品「プロビナイスファスト」の前倒し発売による

増収増収を見込むを見込む

（（当初当初発売予定：発売予定：22月→月→ 実績実績 1010月）月）

海外売上高は、上期末比円高を見込み、上期為替変動影響海外売上高は、上期末比円高を見込み、上期為替変動影響額額147147
百万円（予想対比）の反転を想定百万円（予想対比）の反転を想定

上期の粗利益上期の粗利益額額減少減少（予想対比）（予想対比）のうち、為替変動による輸入のうち、為替変動による輸入額額のの

増加が増加が4242百万円百万円（予想対比）（予想対比）含まれているが、下期はその影響を見含まれているが、下期はその影響を見

込まず、増収による粗利益の増加を想定する。込まず、増収による粗利益の増加を想定する。

税引後純利益については、上期において特別利益・特別損失ともに税引後純利益については、上期において特別利益・特別損失ともに

発生していることから、税引後純利益への大きな影響はないものと発生していることから、税引後純利益への大きな影響はないものと

判断判断

P/LP/L

プラス要因プラス要因 マイナス要因マイナス要因

20020088年年33月期月期 通期業績見通し通期業績見通し
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主要指標比較主要指標比較主要指標比較

単位：百万円、％単位：百万円、％

20020088年年33月期月期 通期業績見通し通期業績見通し

＊当初予想＊当初予想（（20020077年年55月月1515日日））発表の予想値発表の予想値からの変動はありませんからの変動はありません。。

2007/3期 2008/3期予想
通期実績 上期実績 下期予想 通期予想
（対売上率） （対売上率） （対売上率） （対売上率）

15,332 7,598 7,847 15,445 113 
(0.7)

11,294 5,458 5,951 11,409 115 
( 73.7) ( 71.8) ( 75.8) ( 73.9) ( 1.0) 

4,037 2,140 1,895 4,036 △1 
( 26.3) ( 28.2) ( 24.2) ( 26.1) ( △0.0) 

1,480 739 1,034 1,774 293 
( 9.7) ( 9.7) ( 13.2) ( 11.5) ( 19.8) 

1,424 779 929 1,708 284 
( 9.3) ( 10.3) ( 11.8) ( 11.1) ( 20.0) 
865 498 564 1,062 197 
( 5.6) ( 6.6) ( 7.2) ( 6.9) ( 22.8) 

１株当たり 当期純利益 54.49円 31.39円 35.54円 66.93円 12.44円

前期対比
（増減率）

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

売 上 高

（ 国 内 売 上 高 ）

（ 海 外 売 上 高 ）

15

金額単位：百万円金額単位：百万円
（（ ）内は構成比率、増減率、単位％）内は構成比率、増減率、単位％

製品分類別売上高製品分類別売上高製品分類別売上高
20020088年年33月期月期 通期業績見通し通期業績見通し

＊当初予想＊当初予想（（20020077年年55月月1515日日））発表の予想値発表の予想値からの変動はありませんからの変動はありません。。

2007/3期 2008/3期予想

通期実績 上期実績 下期予想 通期予想

2,922 1,484 1,440 2,925 2 
( 19.0) ( 19.5) ( 18.4) ( 19.0) ( 0.1) 

3,839 1,909 1,956 3,866 26 
( 25.0) ( 25.2) ( 24.9) ( 25.0) ( 0.7) 
469 246 220 467 △1 
( 3.1) ( 3.2) ( 2.8) ( 3.0) ( △0.3) 

2,864 1,423 1,583 3,006 142 
( 18.7) ( 18.7) ( 20.2) ( 19.5) ( 5.0) 

1,698 813 873 1,687 △10 
( 11.1) ( 10.7) ( 11.1) ( 10.9) ( △0.6) 

3,538 1,720 1,771 3,492 △45 
( 23.1) ( 22.7) ( 22.6) ( 22.6) ( △1.3) 

15,332 7,598 7,847 15,445 113 
( 100.0) ( 100.0) ( 100.0) ( 100.0) ( 0.7) 

合 計

前期対比

人 工 歯 類

研 削 材 類

金 属 類

化 工 品 類

セ メ ン ト 類 他

機 械 器 具 類 そ の 他
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9,885

10,212
1,1971,408

12.5

10.5

'07/3期 '08/3期予想

既存品 新製品

新製品比率(％)

11,294 11,409

国内売上高国内売上高国内売上高

概要概要

新規発売品は、新製品開発サイクルから新規発売品は、新製品開発サイクルから
小規模にとどまる。小規模にとどまる。
新製品売上高比率新製品売上高比率10.510.5％％

最近における新製品の市場への浸透に最近における新製品の市場への浸透に
一層注力一層注力

最近における主な新製品最近における主な新製品

充填修復材料充填修復材料
「ビューティフィル「ビューティフィルⅡⅡ」「フルオロボンド」「フルオロボンドⅡⅡ」」

セメント製品セメント製品
「ハイボンド「ハイボンド レジグラス」「レジセム」レジグラス」「レジセム」

矯正用マイクロインプラント矯正用マイクロインプラント
「アブソアンカー」「アブソアンカー」

下期発売新製品（下期発売新製品（20072007年年1010月発売）月発売）

歯科汎用アクリル系レジン歯科汎用アクリル系レジン
「プロビナイス「プロビナイス ファスト」ファスト」

＊「新製品」は、最近＊「新製品」は、最近33年間の発売品であります。年間の発売品であります。

単位：百万円単位：百万円

(対国内売上高)

「当初予想」と同様の見通しであります。「当初予想」と同様の見通しであります。

20020088年年33月期月期 通期業績見通し通期業績見通し
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1,305 1,308 1,399

1,626 1,535
1,718

1,105 1,192
1,153

4,037 4,036 4,271

'07/3期 '08/3期

予想

'08/3期

為替変動
補正後

海外売上高海外売上高海外売上高

アジア・
オセアニア他

北米・
中南米

欧州

概要概要
各地域とも堅調な推移を予想各地域とも堅調な推移を予想

現地通貨ベース伸び率現地通貨ベース伸び率
北米・中南米北米・中南米 7.27.2％％
欧州欧州 5.75.7％％
アジア・オセアニアアジア・オセアニア 4.34.3％％
海外売上高計海外売上高計 5.85.8％％

為替レート為替レート
米ドル米ドル 110110円←前期円←前期 118.05118.05円円

（影響（影響 △△9191百万円）百万円）

ユーロユーロ 114040円←前期円←前期 157.33157.33円円
（影響（影響 △△149149百万円）百万円）

海外売上高比率海外売上高比率
26.126.1％％ （前期（前期 26.326.3％）％）
（為替変動補正後（為替変動補正後 2277.2.2％）％）

金額単位：百万円、（金額単位：百万円、（ ）内は構成比率（％））内は構成比率（％）

(2(29.69.6))

(3(38.08.0))

(3(32.42.4))

(27.(27.00))

(40.(40.22))

(32.(32.88))

＊為替変動補正後の予想値は、為替レートを＊為替変動補正後の予想値は、為替レートを
20020077/3/3期と同一とした場合の金額であります。期と同一とした場合の金額であります。

(2(27.47.4))

(4(40.30.3))

(3(32.32.3))

「当初予想」と同様の見通しであります。「当初予想」と同様の見通しであります。

20020088年年33月期月期 通期業績見通し通期業績見通し
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213

169

22

-53

1,480

1,774

61

-121

'07/3期 営業利益

売上高の増加（数量ベース）

原価率の低下

人件費（販管費）の減少

広告宣伝費・研究開発費の減少

その他の経費の増加

為替変動による影響

'08/3期 営業利益

営業利益の変動要因営業利益の変動要因営業利益の変動要因

単位：百万円単位：百万円

（単体ベース）（単体ベース）
日本日本 6464百万円、北米百万円、北米 5151百万円百万円
欧州欧州 3636百万円百万円、、中国中国 4545百万円百万円

研究開発費の減少は、製造費用研究開発費の減少は、製造費用
振替（工業化研究費）の増加による振替（工業化研究費）の増加による

・退職給付費用の減少、・退職給付費用の減少、
・海外現地法人（販売会社）・海外現地法人（販売会社）

における増加における増加

＊＊上記の変動要因の各項目は、為替変動による影響を除いております。上記の変動要因の各項目は、為替変動による影響を除いております。

20020088年年33月期月期 通期業績見通し通期業績見通し

「当初予想」と同様の見通しであります。「当初予想」と同様の見通しであります。

現地法人財務諸表項目の現地法人財務諸表項目の
邦貨換算による影響（－）、邦貨換算による影響（－）、

単体輸入の増加（－）単体輸入の増加（－）
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7.1
8.1

6.6

3.7
4.8

9.4

12.2

10.6

7.1

8.7

1.4
0.4

1.3

5.4
6.5

0.4
0.9 1.3 1.7 1.5

11.9

8.7

10.2

7.5

4.8

3.2

2.3

9.1
8.58.5

7.9

11.3

9.9

13.1

9.8

8.1

'98/3
期

'99/3
期

'00/3
期

'01/3
期

'02/3
期

'03/3
期

'04/3
期

'05/3
期

'06/3
期

'07/3
期

'07/3
期

中
間

'08/3
期

予
想

自社開発 仕入商品 新製品合計

新製品売上高の推移新製品売上高の推移新製品売上高の推移

単位：％自社開発・仕入商品別自社開発・仕入商品別 新製品売上高比率新製品売上高比率
（単体ベース）（単体ベース）

仕入商品の主なもの仕入商品の主なもの・・・ジョンソン・・・ジョンソン＆＆ジョンソン社ジョンソン社商品、商品、ＥＭＳ社超音波スケーラー・ＥＭＳ社超音波スケーラー・
根管治療器具（リーマー・ファイル）など根管治療器具（リーマー・ファイル）など

20020088年年33月期月期 通期業績見通し通期業績見通し
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56.4
55.1

55.8

53.9
52.6

52.0 51.7
52.7

53.4
54.8

55.7 55.7

52.2 52.0 51.7

47.4
46.3

45.7 46.2
47.0

47.6 48.0
48.848.5

'98/3期 '99/3期 '00/3期 '01/3期 '02/3期 '03/3期 '04/3期 '05/3期 '06/3期 '07/3期 '08/3期

中間
'08/3期

予想

連結 単体

粗利益率の推移粗利益率の推移粗利益率の推移

19971997年年99月月

医療費本人医療費本人
22割負担実施割負担実施

20032003年年44月月

医療費本人医療費本人
33割負担実施割負担実施

単位：％単位：％

2005/32005/3期から、自社開発期から、自社開発
新製品投入・コストダウン新製品投入・コストダウン

効果により上昇に効果により上昇に

20020088年年33月期月期 通期業績見通し通期業績見通し
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海外売上高・海外売上高比率推移海外売上高・海外売上高比率推移海外売上高・海外売上高比率推移
2,795

2,490

2,436

2,704

2,901

3,069

3,021

3,173

3,299

4,037

2,140

4,036

19.1
18.0 17.5

19.1
20.7 21.4 21.4

22.3 22.5

26.3
28.2

26.1

'98/3
期

'99/3
期

'00/3
期

'01/3
期

'02/3
期

'03/3
期

'04/4
期

'05/3
期

'06/3
期

'07/3
期

'08/3
期

中
間

'08/3
期

予
想

海外売上高(百万円)

海外売上高比率(％)

20020088年年33月期月期 通期業績見通し通期業績見通し
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12.9

14.4

7.7
8.4 8.1

8.7
9.9 9.8

10.6
11.9

3.5

0.5

2.2
3.1 2.9

4.8 4.2

12.1 8.6

1.3

7.4

-0.9

3.0

2.8
'98/3

期

'99/3
期

'00/3
期

'01/3
期

'02/3
期

'03/3
期

'04/3
期

'05/3
期

'06/3
期

'07/3
期

08/3
期

中
間

'08/3
期

予
想

1,729

1,540

1,854

1,099

973

1,093

1,041

1,124

1,299

1,308

717

1,614

74

9

49

153

68
50 70

34
101

88

-21

151

'98/3
期

'99/3
期

'00/3
期

'01/3
期

'02/3
期

'03/3
期

'04/3
期

'05/3
期

'06/3
期

'07/3
期

08/3
期

中
間

'08/3
期

予
想

所在地別セグメント営業利益所在地別セグメント営業利益所在地別セグメント営業利益

営業利益率営業利益率営業利益額営業利益額

在外在外

日本日本

単位：％単位：％
単位：百万円単位：百万円

（注）（注） 数値は連結消去前の金額・率であります。数値は連結消去前の金額・率であります。

20020088年年33月期月期 通期業績見通し通期業績見通し
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2008年3月期 通期業績見通し

今後の事業環境及び中長期戦略今後の事業環境及び中長期戦略今後の事業環境及び中長期戦略

2008年3月期 中間業績の概要
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政策政策

市場市場

事業環境の認識事業環境の認識事業環境の認識

高齢化の進展は需要の拡大高齢化の進展は需要の拡大
につながっていないにつながっていない

審美・予防・口腔衛生意識の高まり審美・予防・口腔衛生意識の高まり
と市場の拡大と市場の拡大

医療費抑制政策の継続･進展医療費抑制政策の継続･進展

医療の質の向上に向けた規制強化医療の質の向上に向けた規制強化

品質保証レベルの優劣顕在化品質保証レベルの優劣顕在化

メーカー・流通・歯科医院・技工士メーカー・流通・歯科医院・技工士
の供給過剰→過当競争の供給過剰→過当競争
医院経営の二極化進展医院経営の二極化進展
世界規模での競争激化世界規模での競争激化
日本市場への直接参入日本市場への直接参入

医療費抑制政策医療費抑制政策
安全対策面での安全対策面での
規制強化規制強化

業界全域での業界全域での
供給過剰構造供給過剰構造
市場のグローバル化市場のグローバル化

需要需要
人口の高齢化進展人口の高齢化進展
歯科疾病の変化歯科疾病の変化

事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略

25

人口の高齢化人口の高齢化 歯科疾病の変化歯科疾病の変化

安全対策面での規制強化安全対策面での規制強化医療費抑制政策医療費抑制政策

供給過剰構造供給過剰構造 グローバル化グローバル化

高齢者ニーズに高齢者ニーズに
応える製品開発応える製品開発

審美・予防・口腔衛生審美・予防・口腔衛生
分野における分野における製品展開製品展開

歯科医療機器は高成長の期待歯科医療機器は高成長の期待

世界市場に世界市場にもも照準を合わせた照準を合わせた
製品開発製品開発

健康保険枠外市場健康保険枠外市場への参入への参入
公平性に加え個別性の拡大公平性に加え個別性の拡大
医療費抑制効果のある製品・医療費抑制効果のある製品・
サービスサービスの創造の創造

定期ケア・メンテナンス等定期ケア・メンテナンス等
受診向上による受診向上による
歯科需要の拡大歯科需要の拡大

世世界規模での安全対策コスト吸収界規模での安全対策コスト吸収

環境要因への対応環境要因への対応環境要因への対応
事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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歯科医療への期待歯科医療への期待歯科医療への期待

長期的な長期的な国民医療費適正化への期待国民医療費適正化への期待

国民国民

医科は生命の医療・医科は生命の医療・

歯科は「生きる力を支える」「生活の医療」歯科は「生きる力を支える」「生活の医療」

国民国民 ＱＯＬ向上ＱＯＬ向上ＱＯＬ向上健康長寿健康長寿健康長寿

口腔機能を維持し「食べる」「話す」という口腔機能を維持し「食べる」「話す」という
人の基本的な営みを可能にする人の基本的な営みを可能にする

全身の健康を維持し、疾病の発生リスクを全身の健康を維持し、疾病の発生リスクを
抑える予防的医療抑える予防的医療

歯科医療の
意義

歯科医療の歯科医療の
意義意義
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期待に応えるために期待に応えるために期待に応えるために

伝える伝える伝える

国民の健康増進と産業発展のために国民の健康増進と産業発展のために国民の健康増進と産業発展のために

国国

民民

（患
者
・顧
客
）

（患
者
・顧
客
）

歯歯

科科

界界

（臨
・学
・産
）

（臨
・学
・産
）

国（厚生労働省）国（厚生労働省）

歯科診療に対する「怖い」「痛い」等の歯科診療に対する「怖い」「痛い」等の
ネガティブイメージの払拭と受診の促進ネガティブイメージの払拭と受診の促進
歯科医療に対する信頼性向上歯科医療に対する信頼性向上
歯科医療技術の継続的革新歯科医療技術の継続的革新

健康増進健康増進 政策反映政策反映
へのへの提言提言

歯科医療への期待歯科医療への期待歯科医療への期待
歯と全身の健康歯と全身の健康
全身疾患の予防・ＱＯＬの向上全身疾患の予防・ＱＯＬの向上

歯科医療の重要性歯科医療の重要性
歯科医療で実現できる可能性歯科医療で実現できる可能性

事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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全体を通しての今後の展望全体を通しての今後の展望全体を通しての今後の展望

高齢者の増加高齢者の増加

予防、口腔衛生の進展による喪失歯の予防、口腔衛生の進展による喪失歯の
減少減少((残存歯増加残存歯増加))

オーラルヘルス意識の高まりによる審美分野、オーラルヘルス意識の高まりによる審美分野、
予防、口腔衛生分野での需要予防、口腔衛生分野での需要拡大拡大((自費分野自費分野))

全体としての治療機会の増加、治療内容の充実、
歯科医療の価値向上による歯科市場全体の拡大
全体としての治療機会の増加、治療内容の充実、全体としての治療機会の増加、治療内容の充実、
歯科医療の価値歯科医療の価値向上による歯科市場全体の拡大向上による歯科市場全体の拡大

全身疾患の予防側面からの歯科治療の需要拡大全身疾患の予防側面からの歯科治療の需要拡大

定期的ケア・
メンテナンス需要の拡大
定期的ケア・定期的ケア・
メンテナンス需要の拡大メンテナンス需要の拡大

高い成長が高い成長が
期待される期待される
有望市場有望市場

事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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新製品・新技術による市場の創造とシェアアップ新製品・新技術による市場の創造とシェアアップ
海外事業の拡大海外事業の拡大

品質競争力品質競争力 マーケティング力マーケティング力 価格競争力価格競争力

海外売上高海外売上高 3030％％

新製品売上高新製品売上高 1515％％ 国内市場でのシェアアップ国内市場でのシェアアップ

コストダウンコストダウン 2020％％

連結営業利益率連結営業利益率1010％への回復％への回復→→長期的に長期的に1515％を目指す％を目指す

全社目標全社目標

４つの数値目標４つの数値目標

強化すべき機能強化すべき機能

当社の重点課題当社の重点課題当社の重点課題
事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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期
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期
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期

'07/3
期

'08/3
期

中
間

'08/3
期

計
画

工業化研究費(百万円)

研究開発費(百万円)

対売上高比率(％)

具体的な取り組み──研究開発具体的な取り組み──具体的な取り組み──研究開発研究開発

品質競争力品質競争力品質競争力

マーケティング力マーケティング力マーケティング力

スピードスピード
＆＆

ネットワーク強化ネットワーク強化
需要の創造需要の創造

価格競争力価格競争力価格競争力 研究開発への積極投資は継続研究開発への積極投資は継続

顧客への顧客への
価値の提供価値の提供

研究開発がすべての競争力の源泉研究開発がすべての競争力の源泉

※ 2006/3期以降の減少は、
製造費用への振替（工業化
研究費）の増加によるもの
であります。

事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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具体的な取り組み──生産具体的な取り組み──生産具体的な取り組み──生産

生産技術の継承と継続的な向上生産技術の継承と継続的な向上生産技術の継承と継続的な向上

コストダウンコストダウンコストダウン

生産・物流の効率化と
顧客サービスの向上

生産・物流の効率化と生産・物流の効率化と
顧客サービスの向上顧客サービスの向上

定年退職者増加に伴う技術の継承と省力化策定年退職者増加に伴う技術の継承と省力化策定年退職者増加に伴う技術の継承と省力化策

新生産システムによる生産・物流効率の向上新生産システムによる生産・物流効率の向上新生産システムによる生産・物流効率の向上

改正薬事法・トレーサビリティ体制の確立改正薬事法・トレーサビリティ体制の確立改正薬事法・トレーサビリティ体制の確立

現場単位のコストダウン・プロジェクト推進現場単位のコストダウン・プロジェクト推進現場単位のコストダウン・プロジェクト推進

コストダウンコストダウン
自社生産原価率自社生産原価率

20%20%低減低減

価格競争力価格競争力
の強化の強化

品質競争力品質競争力
の強化の強化

原価率低減効果（'03/3期→'08/3期中間期実績）
・・自社生産原価率7.9P低下、300百万円

原価率低減効果原価率低減効果（（'03/3'03/3期→期→'0'088/3/3期期中間期中間期実績実績））
・・自社生産原価率・・自社生産原価率7.9P7.9P低下、低下、300300百万円百万円
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予防・口腔衛生─（例）ＰＭＴＣ予防・口腔衛生予防・口腔衛生──（例）ＰＭＴＣ（例）ＰＭＴＣ

審美───── （例）ホワイトニング・矯正審美─────審美───── （例）ホワイトニング・矯正（例）ホワイトニング・矯正

人工歯 研削材 充填修復材料人工歯人工歯 研削材研削材 充填修復材料充填修復材料

既存分野におけるシェア拡大既存分野におけるシェア拡大既存分野におけるシェア拡大

新規分野における市場創出新規分野における市場創出新規分野における市場創出

顧客指向顧客指向
の徹底の徹底

弾力的・弾力的・
効率的な効率的な
販売政策販売政策

マーケティングマーケティング
力の強化力の強化

歯冠用硬質レジン 合着・接着材料歯冠用硬質レジン歯冠用硬質レジン 合着・接着材料合着・接着材料

再生医療─── （例）骨充填材の製品化再生医療再生医療────── （例）（例）骨充填材の製品化骨充填材の製品化

歯周病関連── （例）歯周病診断キット歯周病関連歯周病関連──── （例）（例）歯周病診断キット歯周病診断キット

ＰＭＴＣ関連売上高（材料・機械） 213百万円（278百万円）
ホワイトニング関連売上高 91百万円（102百万円)
ＰＭＴＣ関連売上高（材料・機械）ＰＭＴＣ関連売上高（材料・機械） 213213百万円百万円（（278278百万円）百万円）
ホワイトニング関連売上高ホワイトニング関連売上高 9191百万円百万円（（102102百万円百万円))

※※ ＰＭＴＣＰＭＴＣ （（Professional Mechanical Tooth Cleaning Professional Mechanical Tooth Cleaning ）） （専門家による機械的歯面清掃）（専門家による機械的歯面清掃）
売上高は売上高は2008/32008/3期（中間）実績（前年同期）であります。期（中間）実績（前年同期）であります。

インプラント事業への取り組みインプラント事業への取り組みインプラント事業への取り組み

具体的な取り組み──国内事業具体的な取り組み──国内事業具体的な取り組み──国内事業
事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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東欧市場の開拓東欧市場の開拓東欧市場の開拓

人工歯（レジン歯）市場への参入人工歯（レジン歯）市場への参入人工歯（レジン歯）市場への参入

輸出市場開拓━ブラジル・メキシコ輸出市場開拓━ブラジル・メキシコ輸出市場開拓━ブラジル・メキシコ

具体的な取り組み──海外事業具体的な取り組み具体的な取り組み────海外事業海外事業

アメリカアメリカアメリカ

新製品投入新製品投入
に向けたに向けた

戦略的活動戦略的活動

マーケティングマーケティング
機能強化機能強化

器材評価機関への活動強化器材評価機関への活動強化器材評価機関への活動強化

アジアアジアアジア

ヨーロッパヨーロッパヨーロッパ

中国市場拡大に向けた取り組み
◆ 生産：人工歯・研削材輸出開始→生産品目拡大
◆ 販売：販売品目の拡大

中国市場拡大に向けた取り組み中国市場拡大に向けた取り組み
◆◆ 生産：人工歯・研削材輸出開始→生産品目拡大生産：人工歯・研削材輸出開始→生産品目拡大
◆◆ 販売：販売品目の拡大販売：販売品目の拡大

インド・ベトナム市場の開拓に向けた取組み開始インド・ベトナム市場の開拓に向けた取組み開始インド・ベトナム市場の開拓に向けた取組み開始

【重点商品】
・陶材
・歯冠用硬質レジン
・充填修復材料

【【重点商品重点商品】】
・陶材・陶材
・歯冠用硬質レジン・歯冠用硬質レジン
・充填修復材料・充填修復材料

事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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中期計画─主要数値目標中期計画─主要数値目標中期計画─主要数値目標
金額単位：百万円金額単位：百万円★──過去最高★──過去最高

売 上 高 ★ 15,332 ★ 15,445 ★ 15,753 ★ 16,147
（前期比）

国内売上高 11,294 11,409 11,509 11,654
（前期比）

海外売上高 ★ 4,037 4,036 ★ 4,243 ★ 4,492
（前期比）

営 業 利 益 1,480 1,774 ★ 2,049 ★ 2,288
（対売上率） ★

経 常 利 益 1,424 1,708 ★ 1,984 ★ 2,222
（対売上率） ★ ★

当 期 純 利 益 ★ 865 ★ 1,062 ★ 1,262 ★ 1,425
（対売上率） ★ ★ ★

54.49円 ★ 66.92円 ★ 79.51円 ★ 89.80円
4.4％ 5.2％ ★ 6.0％ ★ 6.5％

★ 26.3％ 26.1％ ★ 26.9％ ★ 27.8％
自己資本当期純利益率

１株当たり当期純利益

海 外 売 上 高 比 率

（-0.5％）

2010/3期
2007/3期

実績
2008/3期 2009/3期

（1.3％）

（5.8％）

（4.7％） （0.7％） （2.0％） （2.5％）

（0.9％）

（5.1％）（22.4％） （-0.0％）

（14.2％）

（13.8％）

（8.8％）（8.0％）

（13.0％）

（12.6％）

（1.0％）

（6.9％）（5.6％）

（9.3％）

（9.7％） （11.5％）

（11.1％）

退職給付会計導入に伴う会計基準変更時差額（約退職給付会計導入に伴う会計基準変更時差額（約1818億円）の償却億円）の償却
（（2001/32001/3期～期～2007/32007/3期・各期・各256256百万円百万円//営業費用処理）が営業費用処理）が2007/32007/3期で完了いたしま期で完了いたしましたした。。

事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略
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中期計画─所在地別セグメント情報中期計画─所在地別セグメント情報中期計画─所在地別セグメント情報
金額単位：百万円金額単位：百万円

2007/3期
実績

2008/3期
予想

2009/3期
計画

2010/3期
計画

 

売 上 高 13,388 13,518 13,700 13,931 
営業利益 1,308 1,614 1,793 1,932 

(9.8%) (11.9%) (13.1%) (13.9%)
売 上 高 1,280 1,285 1,380 1,496 
営業利益 36 56 91 129 

(2.8%) (4.4%) (6.6%) (8.6%)
売 上 高 1,824 1,697 1,779 1,867 
営業利益 62 66 94 119 

(3.4%) (3.9%) (5.3%) (6.4%)
売 上 高 421 600 692 805 
営業利益 3 29 54 91 

(0.8%) (4.9%) (7.9%) (11.3%)
売 上 高 3,526 3,582 3,852 4,170 
営業利益 101 151 239 339 

(2.9%) (4.2%) (6.2%) (8.1%)
売 上 高 16,914 17,101 17,553 18,101 
営業利益 1,409 1,766 2,033 2,272 

(8.3%) (10.3%) (11.6%) (12.6%)
売 上 高 15,332 15,445 15,753 16,147 
営業利益 1,480 1,774 2,049 2,288 

(9.7%) (11.5%) (13.0%) (14.2%)(対売上率）
連 結

在 外 合 計
(対売上率）

(対売上率）

(対売上率）

(対売上率）

(対売上率）

(対売上率）

欧 州

ア ジ ア

連結消去前
合 計

日 本

ア メ リ カ
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配当政策配当政策配当政策
目標配当性向目標配当性向 3030％％以上以上
上場以降の平均上場以降の平均連結連結配当性向：配当性向：34.834.8％％
（（'90/3'90/3期～期～'0'077/3/3期加重平均）期加重平均）
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予
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普通配当 記念配当 連結配当性向

大
証

上
場

記
念

5円

東証上場記念 5円を含む

事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略

37

国内市場のシェアアップ国内市場のシェアアップ
海外事業の拡大海外事業の拡大

コストダウン・コストダウン・
価格競争力の向上価格競争力の向上新製品売上高の拡大新製品売上高の拡大

収益性の向上収益性の向上研究開発投資の拡大研究開発投資の拡大

当社は、巨大な総合メーカー（メガファーム）を目指すのではなく
得意分野において国際的にも高い評価を得る

新製品開発型企業（スペシャリティ・ファーム） を目指します

当社当社は、巨大な総合メーカー（メガファーム）を目指すのではなくは、巨大な総合メーカー（メガファーム）を目指すのではなく
得意分野において国際的にも高い評価を得る得意分野において国際的にも高い評価を得る

新製品開発型企業（スペシャリティ・ファーム）新製品開発型企業（スペシャリティ・ファーム） をを目指します目指します

事業環境・中長期戦略事業環境・中長期戦略

成長のサイクル成長のサイクル成長のサイクル



38

株式会社株式会社 松松 風風

〒〒605605--09830983 京都市東山区福稲上高松町京都市東山区福稲上高松町1111番地番地
TELTEL 075075--561561--11121112
FAX  075FAX  075--561561--12271227

URLURL http://www.shofu.co.jphttp://www.shofu.co.jp
EE--MAIL  ir@shofu.co.jpMAIL  ir@shofu.co.jp

お問合せ先お問合せ先 総合企画室総合企画室

本資料における予想は、現時点において入手可能な情報及び将来の業績本資料における予想は、現時点において入手可能な情報及び将来の業績

に影響を与える不確実な要因に係る仮定を前提としています。に影響を与える不確実な要因に係る仮定を前提としています。

実際の業績は、今後様々な要因によって実際の業績は、今後様々な要因によって

大きく異なる結果となる可能性があります。大きく異なる結果となる可能性があります。
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以下のページはご参考資料として作成しているもので以下のページはご参考資料として作成しているもので
本説明会でのご説明は省略させていただきます。本説明会でのご説明は省略させていただきます。

会社及び事業の概要会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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会社の概要会社の概要会社の概要

会 社 名 株式会社 松風 （SHOFU Inc.）
代 表 者 取締役社長 太田 勝也

所 在 地 京都市東山区福稲上高松町11番地

設 立 大正11年（1922年）5月15日

資 本 金 4,474,646,614円

上場取引所 東京証券取引所（市場第二部）（2007/2/15）

大阪証券取引所（市場第二部）（1989/11/9）

従業員数 431名（グループ：723名、うち海外215名）

事業内容 歯科器材の製造販売

主要販売先 （代理店経由） 歯科医療機関

グループ会社 9社（国内3社、海外6社）

会会 社社 名名 株式会社株式会社 松風松風 （（SHOFU Inc.SHOFU Inc.））
代代 表表 者者 取締役社長取締役社長 太田太田 勝也勝也

所所 在在 地地 京都市東山区福稲上高松町京都市東山区福稲上高松町1111番地番地

設設 立立 大正大正1111年（年（19221922年）年）55月月1515日日

資資 本本 金金 4,474,646,6144,474,646,614円円

上場取引所上場取引所 東京証券取引所（市場第二部）東京証券取引所（市場第二部）（（2007/2/152007/2/15））

大阪証券取引所（市場第二部）大阪証券取引所（市場第二部）（（1989/11/91989/11/9））

従業員数従業員数 431431名（グループ：名（グループ：723723名、うち海外名、うち海外215215名）名）

事業内容事業内容 歯科器材の製造販売歯科器材の製造販売

主要販売先主要販売先 （代理店経由）（代理店経由） 歯科医療機関歯科医療機関

グループ会社グループ会社 99社（国内社（国内33社、海外社、海外66社）社）

会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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陶歯・陶材・レジン歯陶歯・陶材・レジン歯

ダイヤモンド研削材ダイヤモンド研削材
カーボランダム研削材カーボランダム研削材
シリコン研磨材シリコン研磨材
その他切削・研磨材その他切削・研磨材

工業用研削材類工業用研削材類

鋳造用金合金・銀合金鋳造用金合金・銀合金

その他金属その他金属

合成樹脂製品合成樹脂製品
印象材印象材
ワックス製品ワックス製品

歯科用セメント歯科用セメント
石膏・埋没材製品石膏・埋没材製品

歯科用機器歯科用機器
オーラルケア・感染予防製品オーラルケア・感染予防製品
矯正材料矯正材料
美容・健康器具美容・健康器具
その他その他

主要取り扱い製品主要取り扱い製品主要取り扱い製品

人工歯類人工歯類人工歯類

研削材類研削材類研削材類

金属類金属類金属類

化工品類化工品類化工品類

セメント類他セメント類他セメント類他

機械器具類その他機械器具類その他機械器具類その他

別添別添 「製品プロフィール」をご参照ください「製品プロフィール」をご参照ください

歯科医療に使用される材料・機器歯科医療に使用される材料・機器 全般の全般の

製造販売を行っております。製造販売を行っております。

歯科治療の過程で当社の製品をご使用歯科治療の過程で当社の製品をご使用
いただいております。いただいております。

会社及び事業の概要会社及び事業の概要

43

19221922 松風陶歯製造株式会社設立、国産初の人工歯を開発、発売松風陶歯製造株式会社設立、国産初の人工歯を開発、発売

19631963 株式店頭登録株式店頭登録

19711971～～19781978 米国・ドイツに販売会社を設立、海外生産開始米国・ドイツに販売会社を設立、海外生産開始((台湾台湾))
㈱滋賀松風設立、㈱滋賀松風設立、 レジン歯の生産を移管レジン歯の生産を移管

1983 1983 ㈱松風に社名変更、経営改革に着手㈱松風に社名変更、経営改革に着手

19891989 大阪証券取引所（市場第二部）大阪証券取引所（市場第二部）上場上場（（1111月）月）

19901990～～19971997 英国における研究開発・生産会社設置（買収）及び販売会社設立英国における研究開発・生産会社設置（買収）及び販売会社設立

英国品質保証規格英国品質保証規格((ＧＭＰＧＭＰ))の認証取得、ＣＥマーキング認証取得の認証取得、ＣＥマーキング認証取得

1996 1996 ㈱プロメック設立、上海駐在員事務所開設㈱プロメック設立、上海駐在員事務所開設

19971997 創立創立7575周年記念事業の一環として業界最大規模の研究所を建設周年記念事業の一環として業界最大規模の研究所を建設

20022002～～20032003 創立創立8080周年（周年（20022002年年55月）、北京駐在員事務所開設月）、北京駐在員事務所開設

環境マネジメントシステム環境マネジメントシステム ((ＩＳＯＩＳＯ14001)14001)認証取得（本社・全社）認証取得（本社・全社）

20042004 中国（上海）での生産拠点中国（上海）での生産拠点 上海松風歯科材料有限公司設立上海松風歯科材料有限公司設立

20052005 株式交換により、㈱昭研を完全子会社化（株式交換により、㈱昭研を完全子会社化（22月）月）

中国での販売拠点中国での販売拠点 松風歯科器材（上海）有限公司を設立（松風歯科器材（上海）有限公司を設立（88月）月）

20062006 顧客サービスの向上を目指した研修センター顧客サービスの向上を目指した研修センター竣工竣工（（88月）月）

20072007 東京証券取引所（市場第二部）上場（東京証券取引所（市場第二部）上場（22月）月）

会社の沿革会社の沿革会社の沿革
会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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（単位：億円）

1960年代
健康保険制度の普及
による高度成長期

経営改革（1983年）
～業界初の株式上場

（1989年）

1980年代
・医療費抑制政策・低成長時代へ
・医療費本人１割負担

の実施（1984年）

1970年代
海外進出
（米・独・台湾）

医療費本人負担増加
・1997年 1割→2割
・2003年 2割→3割

改正薬事法の
施行（2005年）

（注）金額は個別売上高であります（注）金額は個別売上高であります

会社の沿革～売上高の推移会社の沿革～売上高の推移会社の沿革～売上高の推移

東証二部上場
（2007年）

会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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株式会社株式会社 滋賀松風滋賀松風
株式会社株式会社 昭研昭研

SHOFU DentalSHOFU Dental
CorporationCorporation

上海松風歯科材料有限公司上海松風歯科材料有限公司
松風歯科器材（上海）有限公司松風歯科器材（上海）有限公司

SHOFU Dental GmbHSHOFU Dental GmbH

Advanced Healthcare Ltd.Advanced Healthcare Ltd.
SHOFU Dental Products Ltd.SHOFU Dental Products Ltd.

株式会社プロメック株式会社プロメック

生産拠点生産拠点
販売拠点販売拠点
ＢＲＩＣＢＲＩＣ ss

インドインド（（2.62.6万人）万人）

中南米（中南米（15.615.6万人）万人）

うちうちブラジルブラジル
（（6.36.3万人）万人）

北米（北米（16.616.6万人）万人）
うちアメリカ（うちアメリカ（1515万人）万人）

ロシア（ロシア（1111万人）万人）

欧州欧州 （（27.827.8万人）万人）
その他アジアその他アジア
（（7.47.4万人）万人）

中国（中国（6.86.8万人）万人）

（（ ）内の人数は、歯科医師数（日本歯科医師会調べ）であります。）内の人数は、歯科医師数（日本歯科医師会調べ）であります。

アフリカアフリカ （（33万人）万人）
オセアニアオセアニア （（11万人）万人）

グループの概要グループの概要グループの概要
会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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卸特約店卸特約店

特特 約約 店店

販売店販売店
歯歯
科科
医医
療療
機機
関関
・・
学学
校校
等等

国内国内

患患

者者

・・

顧顧

客客

歯科治療歯科治療
・・

サービスサービス

(7(74.84.8％％))

矯正材料他矯正材料他

各各
国国
代代
理理
店店

現地販売会社現地販売会社

北米・中南米・欧州・中国北米・中南米・欧州・中国

アジア・オセアニアアジア・オセアニア

海外海外

((4.44.4％％))

((38.838.8％％))

((61.261.2％％))

(2(20.80.8％％))

（（ ）内はルート別売上高構成比率）内はルート別売上高構成比率(200(20077/3/3期・単体ベース期・単体ベース))であります。であります。

松松

風風

販売ルート販売ルート販売ルート
会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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51.2 50.8

4.2
13.4 10.8

4.7

11.98.1

全分類合計
（1,383億円）

全分類合計Ⅱ
（940億円）

人工歯類
（43.5億円）

研削材類
（49.4億円）

金属類
（124.7億円）

化工品類
（203.8億円）

セメント類他
（126.1億円）

機械器具類その他
（392.6億円）

「全分類合計」は、「金銀パラジウム合金」「全分類合計」は、「金銀パラジウム合金」 「歯科診療室用機「歯科診療室用機
械装置」を含むシェアであり、械装置」を含むシェアであり、 「全分類合計「全分類合計ⅡⅡ」及びその他の」及びその他の
シェアはすべて「金銀パラジウム合金」シェアはすべて「金銀パラジウム合金」 「歯科診療室用機械「歯科診療室用機械
装置」を除くシェアであります。装置」を除くシェアであります。

厚生労働省厚生労働省 薬事工業生産動態統計薬事工業生産動態統計
（（メーカー出荷額メーカー出荷額））に基づくに基づく
（（20052005年年暦年・暦年・国内国内））
単位：％、（単位：％、（ ）内は市場規模）内は市場規模

商品分類別マーケットシェア商品分類別マーケットシェア商品分類別マーケットシェア
会社及び事業の概要会社及び事業の概要
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ご参考<歯科関係データ>ご参考ご参考<<歯科関係データ歯科関係データ>>
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歯科医療費に占める薬事統計
金額の比率(右目盛)

国民医療費
(指数)(‘62：1.00)

国民医療費に占める
歯科医療費の比率

(右目盛)

歯科医療費
（指数）

('62：1.00)

65歳以上人口
の比率(右目盛)

国民医療費・国民医療費・6565歳以上人口の比率・歯科医療費構成比率・歳以上人口の比率・歯科医療費構成比率・
薬事統計出荷額構成比率の推移薬事統計出荷額構成比率の推移(1962(1962年～年～20020055年年))

歯科関連統計の長期推移歯科関連統計の長期推移歯科関連統計の長期推移
ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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　 0 ～ 14 歳 　15 ～ 44 歳 　45 ～ 64 歳 　65 歳 以 上

単位：％単位：％

一般診療一般診療 歯科診療歯科診療

年齢層別医療費（構成比）年齢層別医療費（構成比）年齢層別医療費（構成比）
6565歳以上の高齢者のウェイトは歳以上の高齢者のウェイトは

一般診療分野に比べ歯科は低い一般診療分野に比べ歯科は低い

ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ

（平成17年度国民医療費の概況（厚生労働省）より作成）
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年齢層別医療費の対比─歯科・眼科・整形外科年齢層別医療費の対比─歯科・眼科・整形外科年齢層別医療費の対比─歯科・眼科・整形外科
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（億円）

（平成16年国民医療費より）

（2007年10月3日 日本歯科医師会大久保会長講演会資料より転載）

ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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歯科医療保険（社保・国保計）支払金額及び歯科医療保険（社保・国保計）支払金額及び
前年同月比増減率前年同月比増減率 （（19961996年年11月～月～20020077年年22月）月）

実額(単位：億円・左目盛)

前年同月比増減率
(単位：％・右目盛)

医療費本人負担引き上げ
1997年9月 2割
2003年4月 3割

歯科医療費動向①歯科医療費動向①歯科医療費動向①
ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ

（社会保険診療報酬支払基金データ、及び国民健康保険中央会「国保医療費の動向」より作成）
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-8.0％
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-2.0％

0.0％

2.0％

4.0％

6.0％

8.0％

'97/12

'98/6

'98/12

'99/6

'99/12

'00/6

'00/12

'01/6

'01/12

'02/6

'02/12

'03/6

'03/12

'04/6

'04/12

'05/6

'05/12

'06/6

'06/12

社保 国保 社保・国保合計

歯科医療費動向②歯科医療費動向歯科医療費動向②②

歯科医療保険支払金額の前年同月比（歯科医療保険支払金額の前年同月比（1212ヵ月移動平均値）ヵ月移動平均値）
（（19971997年年1212月～月～20020077年年22月）月）

医療費本人負担引き上げ
1997年9月 2割
2003年4月 3割

ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ

（社会保険診療報酬支払基金データ、及び国民健康保険中央会「国保医療費の動向」より作成）

過去最大の診療
報酬引き下げ
（2006年4月）
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出荷額 単位：億円

薬事統計出荷額推移薬事統計出荷額推移薬事統計出荷額推移
303

306

331

397

459

496 422 346

350 291198

203

165

163

169

173

145

134

145

152

1,060 1,053 1,015
933

841
895 912 895

942 940

1,561 1,562
1,512 1,493 1,469

1,564
1,479

1,375
1,437

1,383

'96年 '97年 '98年 '99年 '00年 '01年 '02年 '03年 '04年 '05年

金パラ ユニット その他 合計

ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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98.0
95.0
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42.3

27.1
21.1

8.3
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40～ 45～ 50～ 55～ 60～ 65～ 70～ 75～ 80～ 85～

（歳）

（％）

歯周病, 41.8％

う蝕（むし歯）,
32.4％破折, 11.4％

その他, 12.6％

無効, 0.6％

矯正, 1.2％

無回答, 0.1％

８０２０運動と歯科疾病の変化８０２０運動と歯科疾病の変化８０２０運動と歯科疾病の変化

（2005年歯科疾患実態調査・厚生労働省）

（2005年（財）8020推進財団調査）

■■ 残存歯残存歯2020歯以上の割合歯以上の割合 ■歯を失う原因■歯を失う原因

20062006年で「年で「 80208020達成者達成者2020％」という第一目標をクリア％」という第一目標をクリア

ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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歯・口の健康に対する意識歯・口の健康に対する意識歯・口の健康に対する意識

「身体の健康」に満足していますか？「身体の健康」に満足していますか？ 「お口の健康」に満足していますか？「お口の健康」に満足していますか？

歯科医院での定期ケア歯科医院での定期ケア
（健診・清掃）は必要だと思いますか？（健診・清掃）は必要だと思いますか？

実際に定期ケアを受けていますか？実際に定期ケアを受けていますか？

出典：平成19年度版 歯科医療機器産業
ビジョン(参考資料集）より

潜在需要潜在需要

ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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年度

1999
年度

2000
年度

2001
年度

2002
年度

2003
年度

2004
年度

2005
年度

歯科診療受診率の推移歯科診療受診率の推移歯科診療受診率の推移

（厚生労働省「最近の医療費の動向（ＭＥＤＩＡＳ）」各年資料より作成）

受診率は受診率は1010％程度から大きく上昇上していない％程度から大きく上昇上していない

ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ

＊受診率：月＊受診率：月11回（年回（年1212回）の治療（又は検診）を受ける者の比率回）の治療（又は検診）を受ける者の比率
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北米市場の動向北米市場の動向北米市場の動向

ＷＨＯによる適正人口ＷＨＯによる適正人口 2,0002,000人人

1616％％5454％％定期受診率定期受診率

1,4301,430人人1,6701,670人人人口人口
（歯科医師一人当たり）（歯科医師一人当たり）

0.70.7人人0.60.6人人歯科医師数歯科医師数
（人口（人口1,0001,000人当たり）人当たり）

日本日本北米北米

＊平成11年保健福祉動向調査とコルゲート社調査
＊日本歯科大学生命歯学部衛生学講座八重垣 健主任教授

の「カナダ歯科界成功の理由」（DH Style 2007年9月号掲載）を参考

定期受診の定着定期受診の定着
→→ 歯科医の不足歯科医の不足

定期受診の拡大定期受診の拡大
→→ 歯科医過剰の解消へ歯科医過剰の解消へ

ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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むし歯や歯周病が引き起こす全身の病気むし歯や歯周病が引き起こす全身の病気むし歯や歯周病が引き起こす全身の病気

全全 身身

妊妊 娠娠

消化器・消化器・
呼吸器の病気呼吸器の病気

循環器の病気循環器の病気

皮膚の病気皮膚の病気

代謝異常の病気代謝異常の病気

・・敗血症敗血症 ・・頭痛頭痛 ・・肩こり肩こり
・・内臓の不調内臓の不調 ・・栄養障害栄養障害

・・早産早産 ・・低体重児出産低体重児出産

・・胃炎胃炎 ・・胃潰瘍胃潰瘍
・・誤嚥性肺炎誤嚥性肺炎

・・心内膜炎心内膜炎 ・・心筋炎心筋炎
・・動脈硬化動脈硬化

・・皮膚炎皮膚炎

・・糖尿病糖尿病

（社会保険研究所発刊「いい歯いきいき めざそう8020」より転載）

歯

・
口

腔

の

病

気

歯歯

・・
口口

腔腔

のの

病病

気気

ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ
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オセアニアオセアニア
((11万人万人))

アフリカアフリカ
((33万人万人))

世界の歯科医数世界の歯科医数
約約100100万人万人

推定推定市場規模市場規模 約約22兆円兆円

中南米中南米
(15.6(15.6万万人人))

ロシアロシア(11(11万人万人))

日本日本(9.3(9.3万人万人))

中国中国(6.8(6.8万人万人))

その他その他アジアアジア(7.4(7.4万人万人))

欧州欧州(27.8(27.8万人万人))

北米北米(16.6(16.6万人万人))

((うちブラジルうちブラジル6.36.3万人万人))

((うちアメリカうちアメリカ 1515万人万人))

◆基礎資料：
歯科医師数………日本歯科医師会

「世界の歯科事情と安心ガイド」ほかより
推定市場規模……歯科医療機器産業ビジョン作成協議会

「平性19年 歯科医療機器産業ビジョン」より

世界の歯科医師数世界の歯科医師数世界の歯科医師数

インドインド
(2.6(2.6万人万人))

ご参考：歯科関係データご参考：歯科関係データ

Global Player
との競争激化

Global PlayerGlobal Player
との競争激化との競争激化


